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10
月
26
日（
土
）、
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

で
、
平
成
25
年
度
坂
城
町
表
彰
式
及
び
坂
城
Ｗ

Ａ
Ｚ
Ａ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

各
種
ご
功
績
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
へ
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

平成15年から町教育委員を務められ、平成16年からは３期９年余にわたり教育委員長
として、教育環境の向上を図られ、町教育、教育行政及び地方自治の振興に尽力され
ました。

町消防団ラッパ分団員として22年間啓発活動に努められ、平成８年には分団長として
地域防災活動に尽力されました。

　
町
に
培
わ
れ
て
き
た
高
度
な
技
能
・
技
術
の

継
承
と
修
得
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
「
も
の
づ
く

り
教
育
」
支
援
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

技
能
を
尊
重
す
る
機
運
を
つ
く
る
「
坂
城
Ｗ
Ａ

Ｚ
Ａ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、

も
の
づ
く
り
分
野
に
お
け
る
、
優
秀
な
技
能
者

及
び
新
技
術
の
創
出
を
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
す

る
も
の
で
す
。

【
前
列
左
か
ら
】半
田
さ
ん
、山
村
町
長
、仲
村
さ
ん
、栗
林
さ
ん

【
後
列
左
か
ら
】宮
﨑
教
育
長
、宮
下
副
町
長

１級プラスチック成形技能士の資格を有し、金型設計と成形の両業務の経験やノウハ
ウを生かし、プラスチック成形の不良を防止する高度な技能を修得されておられま
す。また、抗菌作用のある特殊材料の樹脂成形技術及び化粧品キャップの樹脂成形技
術など、他社では真似できないコア技術により技術の進化を図られています。

射出成形機の機構設計や開発業務に従事した経験と特級プラスチック成形技能士の資
格を生かし、３Ｄ設計による設計開発の責任者として設計品質の向上、納期短縮に貢
献されました。更に、３ＤＣＡＤや機械製図の知識・技能を生かし、平成24年度に
は、坂城町中小企業能力開発学院「機械製図研修３次元ＣＡＤ入門コース」の講師を
務められ、町の産業発展に寄与されました。

１級建具技能士の資格を有しているほか、環境に配慮した住まいづくりのニーズの高
まりを受け、家の中に自然の風を取り込む「木製縦滑りドア」の需要増加に対応し、
数多い外国製金物から適切な物を選択し取り付ける知識と熟練の技術を有していま
す。また、2008年グッドデザイン賞を受賞した軽井沢町のイタリアンレストランの内
装工事を担当されました。

坂
城
町
表
彰

坂
城
町
表
彰
・
坂
城
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
表
彰

町職員として40年間、町の発展と地方自治の振興に尽力されました。

【
前
列
左
か
ら
】栗
林
さ
ん
、塚
田
さ
ん
、山
村
町
長
、

　
　
　
　
　
　小
玉
さ
ん
、中
村
さ
ん

【
後
列
左
か
ら
】宮
﨑
教
育
長
、宮
下
副
町
長

町職員として42年間、町の発展と地方自治の振興に尽力されました。

町職員として36年間、町の発展と地方自治の振興に尽力されました。

Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
表
彰
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10
月
20
日（
日
）か
ら
10
月
23

日（
水
）ま
で
、
中
国
上
海
市
嘉

定
区
の
実
験
小
学
校
か
ら
、
５

年
生
11
名
と
引
率
の
先
生
な
ど

６
名
に
よ
る
教
育
交
流
団
が
坂

城
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
国

際
親
善
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
覚

を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

20
年
か
ら
町
内
小
学
生
の
訪
中

と
実
験
小
学
校
か
ら
の
来
町
の

相
互
交
流
を
行
っ
て
お
り
、
今

回
で
３
度
目
の
来
町
と
な
り
ま

し
た
。

　
な
お
、
交
流
団
の
児
童
た
ち

は
、
町
内
小
中
学
生
の
ご
家
族

に
協
力
を
い
た
だ
き
、
町
で
過

ご
す
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経
験

し
ま
し
た
。（
当
町
の
交
流
団
が

訪
中
す
る
際
も
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
に
よ
り
滞
在
し
て
い
ま
す
。）

中
国
上
海
市
内
の
北
に
位
置
す

る
嘉
定
区
に
あ
り
、
全
校
児
童

約
１
，
３
５
０
人
、
31
学
級
の

大
規
模
な
小
学
校
。

　
来
町
さ
れ
た
児
童
も
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
受
入
れ
家
庭
の
児
童
も
、
お
互

い
に
緊
張
し
な
が
ら
の
対
面
と
な
り

ま
し
た
が
、
日
を
追
う
に
つ
れ
、
身

振
り
や
文
字
、
単
語
な
ど
で
の
や
り

と
り
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
、
国
を
超
え
た
絆
が
生
ま
れ
、

交
流
団
が
帰
国
し
た
今
で
も
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
交
流
を
続
け

て
い
る
児
童
・
ご
家
庭
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
４
日
間
の
貴
重
な
体
験
は
、

こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
を
生
き
る
子

ど
も
た
ち
の
将
来
に
、
必
ず
役
立
つ

こ
と
で
し
ょ
う
。

10月20日（日）
　・歓迎レセプション（文化センター）
10月21日（月）
　・鉄の展示館見学
　・町内３小学校訪問
　・お茶席体験（文化の館）
10月22日（火）
　・町長表敬訪問
　・葛尾城跡見学
　・坂城小学校６年生と県立歴史館（千曲

市）見学⇒レクリエーション交流
　・勾玉作り体験（文化財センター）
　・町内訪中経験者との交流会（坂城テクノ
センター）

10月23日（水）
　・お別れ会

実
験
小
学
校
と
は

山
村
町
長
か
ら
児
童
に
「
ゆ

ら
ゆ
ら
ね
ず
こ
ん
」
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

平
成
20
〜
24
年
度
ま
で
に
実
験
小

学
校
を
訪
れ
た
、
現
在
中
学
校
や

高
校
に
通
う
学
生
と
の
交
流
会
も

行
わ
れ
ま
し
た

出
会
っ
て
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
子

ど
も
た
ち

実験小学校教育交流団

歓迎レセプションにて

町長を表敬訪問

訪中経験者との交流会

金
管
バ
ン
ド
部
の
演
奏
に
よ
る

歓
迎
を
受
け
ま
し
た

一
緒
に
給
食
を
食
べ
ま
し
た
（
中

国
で
は
給
食
は
な
く
、
昼
食
は
お

弁
当
で
す
）

各
校
訪
問
の
際
は
、
実
験
小
学

校
の
児
童
の
ダ
ン
ス
や
歌
の
披

露
が
あ
り
ま
し
た

南条小学校

坂城小学校

村上小学校
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新
地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
く

※１．町民がこれまで積み上げてきた資産　 ※２．町民がこれから負担する金額　※３．町民がこれまで負担した金額

　
町
の
決
算
は
、歳
入
と
歳
出
の
収

支
会
計
で
表
さ
れ
て
お
り
、現
金
の

動
き
が
わ
か
り
や
す
い
半
面
、保
有

し
て
い
る
資
産
や
借
入
金
な
ど
を
含

め
た
財
政
状
況
が
分
か
り
に
く
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、企
業
会
計
的
な
視
点
で

町
の
会
計
状
況
が
わ
か
る
よ
う
に
、

４
種
類
の
財
務
諸
表
を
作
成
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、各
表
中
の「
１
人
当
た
り
」

は
、平
成
25
年
３
月
31
日
時
点
の
町

の
人
口
１
５
，８
９
８
人
に
お
け
る
、

町
民
１
人
当
た
り
の
換
算
数
値
で

す
。

　貸借対照表は、会計年度末時点において、住民サービスを提供するために町が保有している資産と、その資産を
どのような財源で調達してきたかを総括的に対照表示した一覧表です。

　行政コスト計算書は、町の経常的な活動に伴うコストと使用料・手数料などの収入を示すものです。資産形成に
結びつかない年間の行政サービスを提供するために要した経費の金額を経常費用で表し、施設使用料など主に行
政サービス提供の過程で得られた受益者負担を経常収益で表しています。なお、経常行政費用と経常収益との差し
引きで表される純経常行政コストは、民間企業の損益計算書で表される利益の概念とは異なり、町税や地方交付
税といった一般財源で賄われなければならないコストを表しています。

経常収益（使用料、手数料など）

経常費用（経常行政コスト）

内 容

内

訳

4,826,380

1,017,574

1,665,622

2,104,838

38,346

235,777

4,590,603

304

64

105

132

3

15

289

人にかかるコスト（職員の人件費、退職手当など）

物にかかるコスト（物件費、減価償却費、維持補修費など）

移転支出的なコスト（社会保障給付、各種団体補助金など）

その他のコスト（借入金の支払利子など）

純経常行政コスト（経常費用  －  経常収益）

１人当たり総　額

【単位：千円】

資 産 合 計

未 収 金

資金（現金預金）

貸付金・基金等・
長期延滞債権等

投資及び出資金

売 却 可 能 資 産

総 務

消 防

産 業 振 興

環 境 衛 生

福 祉

教 育

生活ｲﾝﾌﾗ・
国 土 保 全

有 形 固 定 資 産

流
動
資
産

投
資
等

公

共

資

産

内

訳

総　額 １人当たり

29,537,025

16,701,048

6,902,523

1,539,710

162,257

2,052,923

226,979

1,951,585

65,956

185,104

2,901,616

29,945

2,028,288

34,747,934

1,858

1,051

434

97

10

129

14

123

4

11

128

183

2

2,186 負 債・純 資 産 合 計

純　資　産（※３）

賞 与 引 当 金

未 払 金

退職手当引当金

長 期 未 払 金

地 方 債固

定

負

債

総　額 １人当たり

6,390,171

104,984

1,462,365

684,813

36,338

58,960

26,010,303

34,747,934 2,186

翌年度償還予定
地 方 債

流

動

負

債

402

7

92

43

2

4

1,636

資　産（※１）

8,737,631

負　債（※２）

負　債　合　計 550

【単位：千円】

①
貸
借
対
照
表

②
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

③
純
資
産
変
動
計
算
書

④
資
金
収
支
計
算
書

　①
〜
④
の
財
務
諸
表
に
よ
り
、

「
資
産
」や「
負
債
」の
状
況
が
把

握
し
や
す
く
な
り
、よ
り
多
く
の

財
政
情
報
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
町
の
財
政
状
況
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、国

の「
新
地
方
公
会
計
制
度
」に
基
づ
い
て
、平
成
24
年
度
普
通
会
計（
一

般
会
計
と
有
線
放
送
電
話
特
別
会
計
、同
和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
事
業
特
別
会
計
、工
業
地
域
開
発
事
業
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
会
計
）

の
財
務
４
表
を
作
成
し
ま
し
た
。

を
公
表
し
ま
す

平
成
24
年
度
決
算

　資金収支計算書は、資金（歳計現金）の流れを示す
もので、資金の出入りの情報を「経常的収支の部」「公
共資産整備収支の部」「投資・財務的収支の部」の３区
分に分けて表しています。

平成23年度末資金残高

内 容

内

訳

1,552,563

△168,307

△1,403,286

平成24年度末資金残高

金　額

経常的収支
（人件費、税収、国県補助金など）

平成24年度収支

公共資産整備収支
（公共資産整備支出、国県補助金など）

投資・財務的収支
（貸付金回収、公債費、積立金など）

78,992

98,022

△19,030

【単位：千円】

　純資産変動計算書は、町の純資産（資産－負
債）が平成24年度中にどのように増減したかを
示しています。

平成23年度末純資産残高

内 容

平
成
24
年
度

変

動

高

△4,590,603

平成24年度末資金残高

金　額

26,010,303

25,841,884

調達財源
（町税、地方交付税、
国県補助金）

純経常行政コスト

【単位：千円】

4,759,022

資
産
合
計
　
２
１
８
万
６
千
円

　
　
　
　
　（
対
前
年  
１
万
１
千
円
減
）

負
債
合
計
　
55
万
円

　
　
　
　
　（
対
前
年  

１
万
４
千
円
減
）

30
万
４
千
円（
対
前
年  

８
千
円
減
）

　
使
用
料
な
ど
受
益
者
負
担
金
と
し
て
１
万

５
千
円
を
ご
負
担
い
た
だ
き
、差
額
分
の
28
万

９
千
円
を
町
税
な
ど
の
一
般
財
源
で
賄
っ
て

い
ま
す
。

87
・
９
％（
＝
純
資
産
合
計
／
公
共
資
産
合
計

×

１
０
０
）（
対
前
年
１
・
３
ポ
イ
ン
ト
増
）

　
資
産
の
う
ち
、こ
れ
ま
で
の
世
代
が
既
に
負

担
さ
れ
た
割
合
で
、一
般
的
に
高
い
ほ
う
が
よ

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

24
・
４
％（
＝（
地
方
債
＋
未
払
金
）／
公
共
資

産
合
計×

１
０
０
）（
対
前
年
０
・
３
ポ
イ
ン

ト
減
）

　
公
共
資
産
の
う
ち
、将
来
の
世
代
が
負
担
す

る
割
合
で
、「
地
方
債
、未
払
金
」に
は
、固
定

負
債
の「
地
方
債
、長
期
未
払
金
」に
加
え
、流

動
負
債
の「
翌
年
度
返
済
予
定
地
方
債
、未
払

金
」を
含
ん
で
い
ま
す
。一
般
的
に
低
い
方
が

将
来
負
担
が
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
民
１
人
あ
た
り
の
資
産
と
負
債

町
民
１
人
あ
た
り
の
行
政
コ
ス
ト

社
会
資
本
形
成
の
現
世
代
負
担
比
率

社
会
資
本
形
成
の
将
来
世
代
負
担
比
率

財
務
４
表
か
ら
わ
か
る
こ
と
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。
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５
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どのような財源で調達してきたかを総括的に対照表示した一覧表です。

　行政コスト計算書は、町の経常的な活動に伴うコストと使用料・手数料などの収入を示すものです。資産形成に
結びつかない年間の行政サービスを提供するために要した経費の金額を経常費用で表し、施設使用料など主に行
政サービス提供の過程で得られた受益者負担を経常収益で表しています。なお、経常行政費用と経常収益との差し
引きで表される純経常行政コストは、民間企業の損益計算書で表される利益の概念とは異なり、町税や地方交付
税といった一般財源で賄われなければならないコストを表しています。

経常収益（使用料、手数料など）

経常費用（経常行政コスト）

内 容

内

訳

4,826,380

1,017,574

1,665,622

2,104,838

38,346

235,777

4,590,603

304

64

105

132

3

15

289

人にかかるコスト（職員の人件費、退職手当など）

物にかかるコスト（物件費、減価償却費、維持補修費など）

移転支出的なコスト（社会保障給付、各種団体補助金など）

その他のコスト（借入金の支払利子など）

純経常行政コスト（経常費用  －  経常収益）

１人当たり総　額

【単位：千円】

資 産 合 計

未 収 金

資金（現金預金）

貸付金・基金等・
長期延滞債権等

投資及び出資金

売 却 可 能 資 産

総 務

消 防

産 業 振 興

環 境 衛 生

福 祉

教 育

生活ｲﾝﾌﾗ・
国 土 保 全

有 形 固 定 資 産

流
動
資
産

投
資
等

公

共

資

産

内

訳

総　額 １人当たり

29,537,025

16,701,048

6,902,523

1,539,710

162,257

2,052,923

226,979

1,951,585

65,956

185,104

2,901,616

29,945

2,028,288

34,747,934

1,858

1,051

434

97

10

129

14

123

4

11

128

183

2

2,186 負 債・純 資 産 合 計

純　資　産（※３）

賞 与 引 当 金

未 払 金

退職手当引当金

長 期 未 払 金

地 方 債固

定

負

債

総　額 １人当たり

6,390,171

104,984

1,462,365

684,813

36,338

58,960

26,010,303

34,747,934 2,186

翌年度償還予定
地 方 債

流

動

負

債

402

7

92

43

2

4

1,636

資　産（※１）

8,737,631

負　債（※２）

負　債　合　計 550

【単位：千円】

①
貸
借
対
照
表

②
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

③
純
資
産
変
動
計
算
書

④
資
金
収
支
計
算
書

　①
〜
④
の
財
務
諸
表
に
よ
り
、

「
資
産
」や「
負
債
」の
状
況
が
把

握
し
や
す
く
な
り
、よ
り
多
く
の

財
政
情
報
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
町
の
財
政
状
況
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、国

の「
新
地
方
公
会
計
制
度
」に
基
づ
い
て
、平
成
24
年
度
普
通
会
計（
一

般
会
計
と
有
線
放
送
電
話
特
別
会
計
、同
和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
事
業
特
別
会
計
、工
業
地
域
開
発
事
業
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
会
計
）

の
財
務
４
表
を
作
成
し
ま
し
た
。

を
公
表
し
ま
す

平
成
24
年
度
決
算

　資金収支計算書は、資金（歳計現金）の流れを示す
もので、資金の出入りの情報を「経常的収支の部」「公
共資産整備収支の部」「投資・財務的収支の部」の３区
分に分けて表しています。

平成23年度末資金残高

内 容

内

訳

1,552,563

△168,307

△1,403,286

平成24年度末資金残高

金　額

経常的収支
（人件費、税収、国県補助金など）

平成24年度収支

公共資産整備収支
（公共資産整備支出、国県補助金など）

投資・財務的収支
（貸付金回収、公債費、積立金など）

78,992

98,022

△19,030

【単位：千円】

　純資産変動計算書は、町の純資産（資産－負
債）が平成24年度中にどのように増減したかを
示しています。

平成23年度末純資産残高

内 容

平
成
24
年
度

変

動

高

△4,590,603

平成24年度末資金残高

金　額

26,010,303

25,841,884

調達財源
（町税、地方交付税、
国県補助金）

純経常行政コスト

【単位：千円】

4,759,022

資
産
合
計
　
２
１
８
万
６
千
円

　
　
　
　
　（
対
前
年  

１
万
１
千
円
減
）

負
債
合
計
　
55
万
円

　
　
　
　
　（
対
前
年  

１
万
４
千
円
減
）

30
万
４
千
円（
対
前
年  

８
千
円
減
）

　
使
用
料
な
ど
受
益
者
負
担
金
と
し
て
１
万

５
千
円
を
ご
負
担
い
た
だ
き
、差
額
分
の
28
万

９
千
円
を
町
税
な
ど
の
一
般
財
源
で
賄
っ
て

い
ま
す
。

87
・
９
％（
＝
純
資
産
合
計
／
公
共
資
産
合
計

×

１
０
０
）（
対
前
年
１
・
３
ポ
イ
ン
ト
増
）

　
資
産
の
う
ち
、こ
れ
ま
で
の
世
代
が
既
に
負

担
さ
れ
た
割
合
で
、一
般
的
に
高
い
ほ
う
が
よ

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

24
・
４
％（
＝（
地
方
債
＋
未
払
金
）／
公
共
資

産
合
計×

１
０
０
）（
対
前
年
０
・
３
ポ
イ
ン

ト
減
）

　
公
共
資
産
の
う
ち
、将
来
の
世
代
が
負
担
す

る
割
合
で
、「
地
方
債
、未
払
金
」に
は
、固
定

負
債
の「
地
方
債
、長
期
未
払
金
」に
加
え
、流

動
負
債
の「
翌
年
度
返
済
予
定
地
方
債
、未
払

金
」を
含
ん
で
い
ま
す
。一
般
的
に
低
い
方
が

将
来
負
担
が
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
民
１
人
あ
た
り
の
資
産
と
負
債

町
民
１
人
あ
た
り
の
行
政
コ
ス
ト

社
会
資
本
形
成
の
現
世
代
負
担
比
率

社
会
資
本
形
成
の
将
来
世
代
負
担
比
率

財
務
４
表
か
ら
わ
か
る
こ
と



6

0 人

0 ％

0 人

0 ％

―

―

405,489円

373,905円

―

―

―

―

―

―

―

―

―

1
12
9

22

講座数 受講者数
（人）

区分

９．不利益処分に関する不服申し立ての状況（平成 24 年度）

８．勤務条件に関する措置の要求の状況（平成 24 年度）

認 定 件 数区 分
(３)公務災害補償の認定状況（平成 24 年度）

　地方公務員法に基づく職員の保健、元気回復その他厚生に関
する事項を実施するため、坂城町職員互助会を設置し各種事業
を行っています。

(２)職員互助会の設置

(１)職員の定期健康診断の状況（平成 24 年度）
７．職員の福祉及び利益の保護の状況

研 修 区 分

６．職員の研修の状況（平成 24 年度）

(１)営利企業従事制限にかかる許可の状況（平成 24 年度）
５．職員の服務の状況

※分限処分とは、職員がその職責を十分に果たすことができない場合に行わ
れる処分で、公務能率の維持を目的として行われます。
※懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うための処
分で、公務における規律と秩序を維持することを目的として行われます。

４．職員の分限及び懲戒処分の状況（平成 24 年度）

3 ヶ月以内

(３)育児休業の状況（平成 24 年度）

平均取得日数制 度 の 概 要
(２)有給休暇の状況（平成 24 年度）

午前 8 時 30 分

休憩時間終了時刻
(１)職員の勤務時間（平成 24 年度）
３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

　特別職の給料や課長等の管理職手当について、特例措置によ
り減額を行っています。
○特別職の減額内容　給料月額の引き下げ【上記 (９) のとおり】

(10)人件費の抑制

810,000円

670,000円

減額後の月額月 額区 分

(９)特別職の報酬等の状況（H25 年４月１日現在）

扶養手当

国の制度
との同異

国の制度と
異なる内容

区　分
（24 年度）

職員全体に占める
手当支給職員の割合

特殊勤務
手　　当

（24 年度）

全 職 種区 分

勧奨の場合（勤続 15 年
以上 59 歳未満）８号俸無退職時特別昇給

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

支給率

国に同じ

期末手当

1.225月分

1.375月分

2.600月分

6月期

12月期

計

退職
手当

期末
及び
勤勉
手当

坂 城 町国

(８)職員手当の状況（平成 24 年度）

比　　率（Ｂ/Ａ）

普通昇給期間（12 月）
を短縮して昇給した
職員数　  　　　（Ｂ）

技能労務職
0人

一般行政職
89人

代表的な職種

職員数  130人（Ａ）
合 計

区 分
(７)昇給期間短縮の状況（平成 24 年度）

※「坂城町一般職の職員の給与に関する条例」に基づく給料表の級区分による
職員数です。
※標準的な職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

9

10.0

計課 長
主 幹
技 幹

係 長
主 査
主 任

標準的な
職務内容

区 分

(６)一般行政職の級別職員数の状況（H25 年４月１日現在）

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合は、採
用後の年数をいいます。

７年以上
10 年未満

10 年以上
15 年未満

15 年以上
20 年未満

（H25 年４月１日現在）
(５)職員の経験年数別・学歴別平均給料額の状況

坂城町県国区 分

(４)職員の初任給の状況（H25 年４月１日現在）

※一般行政職とは、税務職員・保健師・企業職員（下水道）・技能労務職など
を除いた職員をいいます。
※国の平均給料及び平均給与の括弧書きは、給与改定特例法による措置がな
いとした場合の額（減額前）です。

43.1
歳

343,574円

312,077円町

県

国

技 能 労 務 職一 般 行 政 職
（H25 年４月１日現在）

(３)職員の平均給料・平均給与月額及び平均年齢

※職員手当とは、扶養手当・管理職手当・時間外勤務手当・宿日直手当・通
勤手当などで、退職手当は含まれていません。

123人

１人当たり
の給与費

(Ｂ/Ａ)計 (Ｂ)期末・勤勉手当職員手当給 料

給与費（千円）職員数
(Ａ)

(２)職員給与費の状況（H25 年度普通会計当初予算）

※人件費とは、特別職の給料や報酬、職員の給料・手当・共済費等です。
※特別職とは、町長･副町長・町議会議員・農業委員会委員・教育委員会委員・
監査委員・選挙管理委員会委員・消防団員及び各種審議会委員などをいい
ます。

16.97％75,011
千円

6,107,435
千円15,898人

人件費率
(Ｂ/Ａ)

人件費
(Ｂ)実質収支歳出額

(Ａ)
住民基本台帳人口
(H25.3.31 現在 )

(１)人件費の状況（H24 年度普通会計決算額）
２．職員の給与の状況

欠員補充

欠員補充

増 減 理 由増減数

―

―

―

１

―

―

―

―

―

１

―

―

―

２

２

２８

９

３５

９

１

９

５

１０

１５

４

３

２

１３２

２

２８

９

３４

９

１

９

５

１０

１４

４

３

２

１３０

２４年度
職 員 数

議会事務局
総 務
税 務
民 生
衛 生
労 働
農 林 水 産
商 工
土 木
教 育
下 水 道
国民健康保険
介 護 保 険
合 計

部 門

(２)部門別職員数の状況と増減（分類は定員管理調査による）

１０１

５

４

２２

０

１３２

５

０

０

２

０

７

９８

５

４

２３

０

１３０

H25.4.1 現在採用
者数

退職
者数H24.4.1 現在

一般事務職
技 術 職
保 健 師
保 育 士
技能労務職
合 計

職 種

単位：人(１)職員の採用・退職の状況（H24.4.2 ～ H25.4.1）
１．職員の任免及び職員数に関する状況

　人事行政の公平性・透明性の確保を目的に制定した「坂城町人事行政の運営等の状況に関する条例」に基づき、
職員数や給与、勤務条件などの状況を公表します。

２

０

０

３

０

５

２５年度

1,036,383
千円

450,125 90,910 164,520 705,555 5,736千円

区
分 平均給料

月　　額
平均給与
月　　額

平均
年齢

平均給料
月　　額

平均給与
月　　額

平均
年齢

45.3
歳

44.6
歳

一般行政職
178,800円

144,500円

163,987円
（172,200円）

大学卒

高校卒

※初任給は、試験採用に係るものです。
※国の初任給の括弧書きは、給与改定特例法による措置がないとした場合の
額（減額前）です。

区 分

一般行政職
256,300円

―

231,800円

―

大学卒

高校卒

298,200円

―

主事補
技師補

主 事
技 師 副参事 参 事

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

職員数 (人)

構成比 (％)

92

100.0

0

0

3

3.0

40

43.0

31

34.0

9

10.0

勤勉手当

0.675月分

0.675月分

1.350月分

期末手当

1.200月分

1.450月分

2.650月分

勤勉手当

0.650月分

0.650月分

1.300月分

有職制上の段階、職務の
級等による加算措置

自己都合 勧奨・定年
23.50月分

33.50月分

47.50月分

59.28月分

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分

国に同じ

支給対象職員 1 人
当たりの平均支給年額

手当の種類（手当数）

代表的な手当の名称

9.2％

廃棄物、汚物等処理手当

10,238円

用地交渉手当

徴収手当

６種

時間外勤務手当
（24年度）

支 給 総 額

職員１人当たり支給年額

38,869千円

299千円
※選挙投票・開票事務の手当も含まれています。

国の制度

扶養親族のある職員に
支給されます

住居手当

通勤手当

借 家 又 は 借 間 に 居 住
し、一定額以上を超え
る家賃を支払っている
職員、及び自己が所有
する家に居住する職員
に支給されます

通勤のために交通機関
等を利用して、その運
賃等を負担することを
常例とする職員に支給
されます

同じ

一部異

同じ ―

―

町外に自ら居
住する住宅を
借 り、月 額
12,000 円 を
超える家賃を
支払っている
職員は、相当
する額の 1/3

給 料
町 長

副町長

648,000円

―

開始時刻

午後 5 時 15 分 午後 0 時～午後 1 時

１年につき 20 日付与
※付与された翌年に限り繰越可能（最大 40 日） 4.8日

取得者数
取 得 期 間

3人

3 ～ 6 ヶ月 1 ～ 3 年6 ～ 12 ヶ月
2人

分 限 処 分 者
免職

―
計
―

戒告
―

減給
―

停職
―

免職
―

計
―

降任
―

休職
―

懲 戒 処 分 者

申請件数 許可件数 内 容
39件 39件 消防団員・統計調査員など

内 容

職 員 接 遇 研 修
専 門 研 修
全職員対象研修

計

101
53
44

198

職員接遇研修
管理者リーダーシップ養成講座など
野中郁次郎公開講座など

健 康 診 断 の 種 類 受診者数
定期健康診断（健康スクリーニング）
人間ドック

41人

91人

公務災害
通勤災害

2件

―

要求件数　なし

申し立て件数　なし

経 験 年 数

単位：人

172,200円

140,100円133,418円
（140,100円）

1人

307,220円
（332,446 円）

376,257円
（405,463 円）
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0 人

0 ％

0 人

0 ％

―

―

405,489円

373,905円

―

―

―

―

―

―

―

―

―

1
12
9

22

講座数 受講者数
（人）

区分

９．不利益処分に関する不服申し立ての状況（平成 24 年度）

８．勤務条件に関する措置の要求の状況（平成 24 年度）

認 定 件 数区 分
(３)公務災害補償の認定状況（平成 24 年度）

　地方公務員法に基づく職員の保健、元気回復その他厚生に関
する事項を実施するため、坂城町職員互助会を設置し各種事業
を行っています。

(２)職員互助会の設置

(１)職員の定期健康診断の状況（平成 24 年度）
７．職員の福祉及び利益の保護の状況

研 修 区 分

６．職員の研修の状況（平成 24 年度）

(１)営利企業従事制限にかかる許可の状況（平成 24 年度）
５．職員の服務の状況

※分限処分とは、職員がその職責を十分に果たすことができない場合に行わ
れる処分で、公務能率の維持を目的として行われます。
※懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うための処
分で、公務における規律と秩序を維持することを目的として行われます。

４．職員の分限及び懲戒処分の状況（平成 24 年度）

3 ヶ月以内

(３)育児休業の状況（平成 24 年度）

平均取得日数制 度 の 概 要
(２)有給休暇の状況（平成 24 年度）

午前 8 時 30 分

休憩時間終了時刻
(１)職員の勤務時間（平成 24 年度）
３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

　特別職の給料や課長等の管理職手当について、特例措置によ
り減額を行っています。
○特別職の減額内容　給料月額の引き下げ【上記 (９) のとおり】

(10)人件費の抑制

810,000円

670,000円

減額後の月額月 額区 分

(９)特別職の報酬等の状況（H25 年４月１日現在）

扶養手当

国の制度
との同異

国の制度と
異なる内容

区　分
（24 年度）

職員全体に占める
手当支給職員の割合

特殊勤務
手　　当

（24 年度）

全 職 種区 分

勧奨の場合（勤続 15 年
以上 59 歳未満）８号俸無退職時特別昇給

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

支給率

国に同じ

期末手当

1.225月分

1.375月分

2.600月分

6月期

12月期

計

退職
手当

期末
及び
勤勉
手当

坂 城 町国

(８)職員手当の状況（平成 24 年度）

比　　率（Ｂ/Ａ）

普通昇給期間（12 月）
を短縮して昇給した
職員数　  　　　（Ｂ）

技能労務職
0人

一般行政職
89人

代表的な職種

職員数  130人（Ａ）
合 計

区 分
(７)昇給期間短縮の状況（平成 24 年度）

※「坂城町一般職の職員の給与に関する条例」に基づく給料表の級区分による
職員数です。
※標準的な職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

9

10.0

計課 長
主 幹
技 幹

係 長
主 査
主 任

標準的な
職務内容

区 分

(６)一般行政職の級別職員数の状況（H25 年４月１日現在）

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合は、採
用後の年数をいいます。

７年以上
10 年未満

10 年以上
15 年未満

15 年以上
20 年未満

（H25 年４月１日現在）
(５)職員の経験年数別・学歴別平均給料額の状況

坂城町県国区 分

(４)職員の初任給の状況（H25 年４月１日現在）

※一般行政職とは、税務職員・保健師・企業職員（下水道）・技能労務職など
を除いた職員をいいます。
※国の平均給料及び平均給与の括弧書きは、給与改定特例法による措置がな
いとした場合の額（減額前）です。

43.1
歳

343,574円

312,077円町

県

国

技 能 労 務 職一 般 行 政 職
（H25 年４月１日現在）

(３)職員の平均給料・平均給与月額及び平均年齢

※職員手当とは、扶養手当・管理職手当・時間外勤務手当・宿日直手当・通
勤手当などで、退職手当は含まれていません。

123人

１人当たり
の給与費

(Ｂ/Ａ)計 (Ｂ)期末・勤勉手当職員手当給 料

給与費（千円）職員数
(Ａ)

(２)職員給与費の状況（H25 年度普通会計当初予算）

※人件費とは、特別職の給料や報酬、職員の給料・手当・共済費等です。
※特別職とは、町長･副町長・町議会議員・農業委員会委員・教育委員会委員・
監査委員・選挙管理委員会委員・消防団員及び各種審議会委員などをいい
ます。

16.97％75,011
千円

6,107,435
千円15,898人

人件費率
(Ｂ/Ａ)

人件費
(Ｂ)実質収支歳出額

(Ａ)
住民基本台帳人口
(H25.3.31 現在 )

(１)人件費の状況（H24 年度普通会計決算額）
２．職員の給与の状況

欠員補充

欠員補充

増 減 理 由増減数

―

―

―

１

―

―

―

―

―

１

―

―

―

２

２

２８

９

３５

９

１

９

５

１０

１５

４

３

２

１３２

２

２８

９

３４

９

１

９

５

１０

１４

４

３

２

１３０

２４年度
職 員 数

議会事務局
総 務
税 務
民 生
衛 生
労 働
農 林 水 産
商 工
土 木
教 育
下 水 道
国民健康保険
介 護 保 険
合 計

部 門

(２)部門別職員数の状況と増減（分類は定員管理調査による）

１０１

５

４

２２

０

１３２

５

０

０

２

０

７

９８

５

４

２３

０

１３０

H25.4.1 現在採用
者数

退職
者数H24.4.1 現在

一般事務職
技 術 職
保 健 師
保 育 士
技能労務職
合 計

職 種

単位：人(１)職員の採用・退職の状況（H24.4.2 ～ H25.4.1）
１．職員の任免及び職員数に関する状況

　人事行政の公平性・透明性の確保を目的に制定した「坂城町人事行政の運営等の状況に関する条例」に基づき、
職員数や給与、勤務条件などの状況を公表します。

２

０

０

３

０

５

２５年度

1,036,383
千円

450,125 90,910 164,520 705,555 5,736千円

区
分 平均給料

月　　額
平均給与
月　　額

平均
年齢

平均給料
月　　額

平均給与
月　　額

平均
年齢

45.3
歳

44.6
歳

一般行政職
178,800円

144,500円

163,987円
（172,200円）

大学卒

高校卒

※初任給は、試験採用に係るものです。
※国の初任給の括弧書きは、給与改定特例法による措置がないとした場合の
額（減額前）です。

区 分

一般行政職
256,300円

―

231,800円

―

大学卒

高校卒

298,200円

―

主事補
技師補

主 事
技 師 副参事 参 事

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

職員数 (人)

構成比 (％)

92

100.0

0

0

3

3.0

40

43.0

31

34.0

9

10.0

勤勉手当

0.675月分

0.675月分

1.350月分

期末手当

1.200月分

1.450月分

2.650月分

勤勉手当

0.650月分

0.650月分

1.300月分

有職制上の段階、職務の
級等による加算措置

自己都合 勧奨・定年
23.50月分

33.50月分

47.50月分

59.28月分

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分

国に同じ

支給対象職員 1 人
当たりの平均支給年額

手当の種類（手当数）

代表的な手当の名称

9.2％

廃棄物、汚物等処理手当

10,238円

用地交渉手当

徴収手当

６種

時間外勤務手当
（24年度）

支 給 総 額

職員１人当たり支給年額

38,869千円

299千円
※選挙投票・開票事務の手当も含まれています。

国の制度

扶養親族のある職員に
支給されます

住居手当

通勤手当

借 家 又 は 借 間 に 居 住
し、一定額以上を超え
る家賃を支払っている
職員、及び自己が所有
する家に居住する職員
に支給されます

通勤のために交通機関
等を利用して、その運
賃等を負担することを
常例とする職員に支給
されます

同じ

一部異

同じ ―

―

町外に自ら居
住する住宅を
借 り、月 額
12,000 円 を
超える家賃を
支払っている
職員は、相当
する額の 1/3

給 料
町 長

副町長

648,000円

―

開始時刻

午後 5 時 15 分 午後 0 時～午後 1 時

１年につき 20 日付与
※付与された翌年に限り繰越可能（最大 40 日） 4.8日

取得者数
取 得 期 間

3人

3 ～ 6 ヶ月 1 ～ 3 年6 ～ 12 ヶ月
2人

分 限 処 分 者
免職

―
計
―

戒告
―

減給
―

停職
―

免職
―

計
―

降任
―

休職
―

懲 戒 処 分 者

申請件数 許可件数 内 容
39件 39件 消防団員・統計調査員など

内 容

職 員 接 遇 研 修
専 門 研 修
全職員対象研修

計

101
53
44

198

職員接遇研修
管理者リーダーシップ養成講座など
野中郁次郎公開講座など

健 康 診 断 の 種 類 受診者数
定期健康診断（健康スクリーニング）
人間ドック

41人

91人

公務災害
通勤災害

2件

―

要求件数　なし

申し立て件数　なし

経 験 年 数

単位：人

172,200円

140,100円133,418円
（140,100円）

1人

307,220円
（332,446 円）

376,257円
（405,463 円）
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　民生（児童）委員の一斉改選により、新たに次の皆さんが厚生労働大臣から委嘱されました。任期は平成25年
12月１日から３年間です。   
　地域の皆さんが安心して生活できるよう、福祉に関するさまざまな相談や支援を行い、行政機関との連携を図
るなど、地域福祉を推進します。福祉に関するご相談は、担当の民生（児童）委員さんへご連絡ください。

鼠 ４
鼠 団 地 ４
新 地 ５
金 井 1 4
金 井 ８
金 井 1 9
入 横 尾 15
町横尾 18－3
泉 ３
中 之 条 11
中 之 条 １
中 之 条 ８
中 之 条 26
中 之 条 ４
四 ツ 屋 ９
四 ツ 屋 ５
戌 久 保 ３
御 所 沢 ３
南 日 名 ５
北 日 名 １
旭 ヶ 丘 ３
田 町 ４
横 町 １
込 山 ４
立 町 ７
新 町 ３
大 宮 ３
坂 端 ４
苅 屋 原 １
福 沢
西 原
月 見 １
月 見 ４
東 本 道
上 本 道
　 島 　
上 平 第 一
金 井 1 2
上 本 道

赤 池 千 惠 子
竹 内 美 代 子
宮 下 和 夫
栗 林 菊 代
宮 下 千 榮 子
田 中 み ち 子
赤 池 ち え 子
酒 井 友 子
本 間 　 努
中 島 三 枝 子
中 原 勝 雄
三 井 秀 子
近 藤 正 道
町 田 泉 次
宮 入 正 年
中 沢 惠 三
遠 山 あ や 子
滝 澤 邦 男
小 宮 山 　 孟
西 沢 良 一
滝 沢 　 巖
金 子 万 文
依 田 和 武
岡 田 由 貴 子
丸 山 高 史
市 川 貞 一 郎
松 岡 朝 志
後 藤 敏 一
荒 井 る り 子
宮 嵜 郁 子
宮 入 勝 江
朝 倉 美 代 子
塚 野 貞 子
塚 田 　 明 
大 橋 早 苗
佐 藤 あ さ い
菱 田 弘 子
栁 沢 則 子
井 出 陽 子

鼠１､２､３甲､３乙､４
鼠団地、新地団地
新地５、６東、６西、７
金井 11、13、14
金井８、９、10
金井 12、19、20
入横尾 15、16、17
町横尾 18－1､18－2､18－3､泉１
泉２、３、４
中之条５､６､７､11､12､13､16､27
中之条１､２､14､15､17､18､19､20
中之条８、９、10、10－1、22、23
中之条 24、25、26
中之条３､４､28､29､雇用促進､21
四ツ屋２、８、９
四ツ屋１、３、４、５、６
四ツ屋７、戌久保１、２、３、４
御所沢
南日名、和平
北日名
日名沢、旭ヶ丘
田　町
横　町
込　山
立　町
新　町
大　宮
坂　端
苅屋原
小網､堀上､新堀上､福沢
村東､川東､新田､網掛団地､網掛上手､中央､東原､西原
月見１､２､３､９､10､11
月見４､５､６､７､８
本道､向村､鎌原､東本道
下西､上本道､五明上手
小野沢､島､島第一
出浦甲部､東部､北部､上平第一､若草団地
主任児童委員（町内全域）
主任児童委員（町内全域）

８２－３７４８
８２－５８５４
８２－６５４４
８２－７１７７
８２－４０９１
８２－５８６５
８２－４７３９
８２－６０２２
８２－６４７３
８２－２９５９
８２－５６５４
８２－４１４７
８２－２６８２
８２－２６５６
８２－７７５３
８２－７８７７
８２－７１３８
８２－７５６３
８２－４４２２
８２－７５２３
８２－２６６３
８２－４１５１
８２－６９５６
８２－２６３５
８２－７１０８
８２－２８４３
８２－２３７１
８２－２３７５
８２－４０４３
８２－４３９３
８２－３２１３
８２－５７８８
８２－７６２８
８２－４４２１
８２－７７３０
８２－３７６７
８２－８１６７
８２－６７２１
８２－４０５６

組 合 氏 名 担 当 地 区 電話または有線

各地区の民生（児童）委員の皆さん【敬称略】
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　葛尾組合の焼却灰中の飛灰、主灰に含まれる
放射性物質の測定結果は下表のとおりです。

セシウム134

セシウム137

合計

測定値（ベクレル/kg）

※放射性ヨウ素は不検出でした
基準値　8,000ベクレル/kg（合計）
採取日：10月２日（水）
測定機関：科学技術開発センター

　測定結果から、放射性ヨウ素は不検出、セシウ
ムについては、飛灰は合計84ベクレル／kg、主灰
は不検出で、国が定める基準値8,000ベクレル／
kgを大幅に下回りました。安全性が確認され、施
設の運営上の問題はありませんが、今後も定期的
に測定を行い、推移を見守っていく予定です。
◎問い合わせ先
　葛尾組合　☎・有線８２－２３４９

飛灰

24

60

84

主灰

不検出

不検出

不検出

放射性物質

　８０,１００円
医療費が２６７,０００円を越えた場合は、超えた分の１％を加算

年末の地域安全特別警戒　12月1日～31日
年の暮れ　みんなでつくろう　安心の街

　年末特別警戒は、地域住民、関係機関・団体、ボランティア
の皆様の協力を得て、町民一人ひとりの安全意識の高揚を図る
とともに、年末に多発しやすい犯罪、交通事故及び火災などを
未然に防止し、住民生活の安全と安心を確保する
ことを目的に行われます。期間中、地区防犯指導
員や消防団の皆さんが、地区内のパトロールを行
いますので、ご理解とご協力をお願いします。

笑顔で新年を迎えるために
・家を留守にするときは、必ず鍵をかけ、家の外周りも整理
整頓し、盗難・火災などの予防に努めましょう。
・車の運転には、十分注意し、思いやりの心で運転しましょ
う。また、体調の悪い時などは、運転しないようにしま
しょう。
・歩行者や自転車を利用する皆さんは、夕暮れ時や夜間に外
出する際に、夜光反射材を身につけ、自転車のライトを必
ず点灯するなど、事故に遭わないよう気をつけましょう。

年末の交通安全特別警戒　12月1日～31日
信濃路は　ゆとりの笑顔と　ゆずりあい
消防団歳末特別警戒　12月27日～30日
消すまでは　心の警報　ＯＮのまま

国民健康保険・後期高齢者医療制度加入の皆さん

限度額適用認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）を申請しましょう

窓口での医療費の支払いが限度額までとなります
　
医
療
機
関
へ
の
支
払
い
が
入

院
・
外
来
診
療
と
も
に
、
限
度

額
適
用
認
定
証
（
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
）
を

提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
の

支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
と
な
り
、
高
額
分
は
保
険
者

が
医
療
機
関
に
直
接
支
払
う
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
ま
た
、

入
院
の
際
に
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
提
示

す
る
と
、
食
事
医
療
費
が
減
額

と
な
り
ま
す
。

　
限
度
額
は
、
所
得
区
分
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
、
国
民
健

康
保
険
加
入
者
で
70
歳
未
満
の

方
は
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
、
国
民
健
康
保
険
の
70
歳
以

上
75
歳
未
満
で
世
帯
主
と
被
保

険
者
が
住
民
税
非
課
税
の
方
及

び
、
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

で
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
を
、
あ
ら
か
じ
め

福
祉
健
康
課
保
険
係
窓
口
で
交

付
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
保
険
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１

　（
内
線
１
３
３
）

　
有
線
８
８―

１
０
２
９

　３５,４００円

１５０,０００円
医療費が５００,０００円を超えた場合は、超えた分の１％を加算

住民税非課税世帯

上位所得者（※１）

一　般

所得区分 ３回目まで ４回目以降（※２）

２４,６００円

８３,４００円

４４,４００円

※１：上位所得者とは、基礎控除後の「総所得金額等」が 600 万円を超える世帯。
※２：過去 12 か月以内に同じ世帯で高額医療費の支給が４回以上あった場合の、４回目以降の限度額。
※70 歳以上の国民健康保険及び後期高齢者医療の方の自己負担限度額については、お問い合わせください。

国民健康保険 70歳未満の方の場合  自己負担限度額（月額）

年
齢
・
所
得
区
分
に
よ
っ
て

限
度
額
が
異
な
り
ま
す

葛尾組合焼却灰中の放射性物質
飛灰（すす）・主灰（焼却灰）

ともに基準値を大幅に下回る
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第二次試験
　面接試験：個別面接による試験
　作文試験：一般事項についての作文試験
　身体検査：職務遂行上必要な健康度について、健康診断書（様式指定・医療機関で受検）に基づく検査
　資格検査：受験資格の有無及び申込書記載事項の真否についての調査
受験日時及び場所
　第一次試験：平成 26 年１月26日（日）午前10 時（受付開始：９時30 分）　場所：坂城町役場
　第二次試験：２月上旬に第一次試験合格通知書で通知します。最終学校卒業証明書及び同校成績証明書並びに健

康診断書（様式指定・医療機関で受検）の提出を求めます。
合格発表　第一次試験合格者は平成 26 年２月上旬までに通知、最終合格者は平成 26 年３月上旬頃までに通知します。
合格から採用まで　最終合格者は、坂城町職員採用候補者名簿に登載され欠員が生じた場合、成績順に優先的に採

用されます。採用は概ね平成 26 年４月１日以降になります。
◎受験申込用紙の請求・提出　問い合わせ先
　〒３８９－０６９２　長野県埴科郡坂城町大字坂城１００５０番地　坂城町役場総務課総務係
　☎０２６８－８２－３１１１（内線２１２）　有線８８－１００６　Ｅメール　soumu@town.sakaki.nagano.jp

受験資格
　①平成26年４月１日時点で坂城町に住所登録がしてある者とします。
　②次のいずれかに該当する者は、受験できません。
　　１）日本の国籍を有しない者
　　２）地方公務員法第16 条に規定する欠格事項に該当する者。（以下はその内容です）
　　　ア…成年被後見人又は被保佐人
　　　イ…禁固以上の刑に処せられ、その執行を受けている者
　　　ウ…坂城町の職員として懲戒免職の処分を受け、その処分の日から２年を経過しない者
　　　エ…日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張す
　　　　　る政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者
受験手続
　①申込用紙の請求先は、役場総務課です。なお、郵便で請求する場合は、封筒の表に「職員採用試験受験案内

申込書請求」と朱書し、90円切手を貼ったあて先明記の返信用封筒を必ず同封してください。
　②申込方法は、申込書に本人が必要事項を記入し、役場総務課に持参するか、郵送してください。
　③受付期間は、平成25年12月２日（月）から12月20日（金）まで、受付時間は、平日の午前８時30分から午後５時15
分までです。なお、郵送の場合は、12月20日の消印のあるものまで有効です。

　④受験票は受付期間終了後に郵送します。平成26年１月９日（木）までに受験票が届かないときは、照会してください。

各種検査（40分）

社会、人文及び自然に関する一般知識並びに文章理解、判断推理、
数的推理及び資料解釈に関する一般知能（40 題）

中 級

教養試験（２時間）

専門試験
（１時間30分）

社会福祉、児童家庭福祉（社会的養護を含む。）、保育の心理学、
保育原理、保育内容及び子どもの保健（精神保健を含む。）（30 題）

職場適応性検査及び一般性格診断検査

試験の級 区 分 種 目 内　　　容
第一次試験

保育士

昭和54年４月２日から、平成６年４月１日までに生まれた者で、短期大学卒業程
度の知識を有し、保育士の資格を有する者、又は平成26年４月１日までに確実に
取得できる見込みの者。

区　分 採用予定人員 資　　格

中
級 保 育 士 若 干 名

平成25年度坂城町職員採用試験  受験案内 保 育 士 募 集
試験区分・採用予定人員

試験の方法及び内容
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長
野
地
方
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
主
催
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修
会
」
が
、８
月
６
日（
火
）、

７
日（
水
）の
２
日
間
に
わ
た
り
、
千

曲
市
「
大
池
自
然
の
家
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
に
は
長
野

地
方
の
中
学
生
45
名
が
参
加
し
、
坂

城
町
か
ら
は
、
竹
内  

凜
さ
ん
、
今

井
姫
香
さ
ん
、
中
村
快
利
さ
ん
、
宮

嶋
英
恵
さ
ん
、
矢
部
成
美
さ
ん
、
米

田
陽
和
さ
ん
、
春
日
京
子
さ
ん
、
下

條
優
斗
さ
ん
の
８
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
２
日
間
の
日
程
の
中
で
、
他
市
町

村
の
中
学
生
達
と
、
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
心
構
え
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
活
用
な
ど
の
学
習
、
ま
た
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
や
飯
盒
炊
爨
と
い
っ
た
共

同
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
と
る
こ
と
の
大
切
さ
が
分
か
っ

た
。」「
多
く
の
参
加
者
と
友
達
に
な

れ
た
。」「
普
段
は
で
き
な
い
貴
重
な

体
験
が
で
き
た
。」
と
満
足
そ
う
で

し
た
。

　
今
回
の
研
修
に
参
加
し
た
皆
さ
ん

は
、
来
年
３
月
25
日（
火
）に
開
催
予

定
の
「
坂
城
町
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
」
で
、
新
し
く
地
区
子
ど
も

会
長
に
な
る
小
学
生
た
ち
を
相
手

に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
義
な
ど

の
講
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

　
11
月
９
日（
土
）に
南
条
地
区
を
会

場
に
、
坂
城
町
青
少
年
健
全
育
成
交

流
会
（
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
じ
育
成
会
単
位
で
構
成
さ
れ
た

58
チ
ー
ム
、
約
３
４
０
名
の
参
加
者

が
、
問
題
を
解
き
な
が
ら
コ
ー
ス
を

巡
り
、
異
な
る
年
代
と
の
交
流
や
、

地
域
の
再
発
見
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
は
坂
城
地
区
で
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
11
月
２
日（
土
）に
村
上
小
学
校
に

お
い
て
、
平
成
25
年
度
坂
城
町
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
研
究
集
会
は
、
教
育
部

会
の
共
催
事
業
と
し
て
協
力
を
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
信
濃
美
術
館
東
山
魁
夷

館
館
長
の
橋
本
光
明
さ
ん
の
講
演
会

と
、「
子
育
て
、
家
庭
が
原
点
〜
今
、

子
ど
も
の
声
に
耳
を
か
た
む
け
て
い

ま
す
か
〜
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
分
散

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
分
散
会
は
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
開
か
れ
、
日
頃
の
子
育
て

や
講
演
会
に
つ
い
て
、
熱
心
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
よ
り
青
少
年
を
育
む
町
民
会

議
環
境
部
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る

守
屋
清
子
さ
ん
が
、
長
年
に
わ
た
る

青
少
年
の
防
犯
・
非
行
防
止
活
動
が

評
価
さ
れ
、
長
野
県
青
少
年
育
成
県

民
会
議
（
会
長…

阿
部
守
一
長
野
県

知
事
）
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
守
屋
さ
ん
の
献
身
的
な
活
動
に
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
益
々
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■
発
行
・
編
集

　坂
城
町
青
少
年
を
育
む
町
民
会
議

　
　
　
　
　（坂
城
町
教
育
委
員
会

　教
育
文
化
課
生
涯
学
習
係
）

青
少
年
の
ひ
ろ
ば

青
少
年
の
ひ
ろ
ば

2013．12
NO.68

■
発
行
・
編
集

　坂
城
町
青
少
年
を
育
む
町
民
会
議

　
　
　
　
　（坂
城
町
教
育
委
員
会

　教
育
文
化
課
生
涯
学
習
係
）

　青
少
年
を
育
む
町
民
会
議
で
は
、
町
の
子
ど
も
た
ち
が
、

心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
育
成
部
会
、
教

育
部
会
、
環
境
部
会
の
各
部
会
に
お
い
て
、
学
校
や
諸
団

体
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
民
会
議
の
、
こ
こ
半
年
間
の
主
な
活

動
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

は
ん
ご
う
す
い
さ
ん

写真左から、山村町長、守屋清子さん
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　11 月 17 日（日）、武道館で、長野県高校新人大会なぎなた競技大会が開催さ
れ、町内からは神林菜月さん、齋藤静夏さん、竹村美紅さんが出場しました。３
人とも、これまでの練習の成果を発揮して、敏速に動きながら打突の機会を見
出し、間合いをはかって技を繰り出していました。
見事３位となった神林さんは、「もっと自分から攻
めて、相手の技をかわして一本決められればよかっ
たです。次の全国大会では、強豪が集まる中で、自
分の試合をして一本を決められるようにしたいで
す」と、来年３月に開催される全国高等学校なぎな
た選抜大会への意気込みを話されました。

　11 月８日（金）、町出身の画家で「坂城町特命大使」の小松美羽さんが、坂城中学
校で「夢は勘違いする才能から」と題して講演会を行いました。
　小松さんは、幼い頃から絵が好きで、自分が描いた絵に自信があり、「将来は画
家になる」と信じていたそうです。今振り返ると、その自信は勘違いだったとのこ
とですが、その「勘違い」こそが夢を叶える原動力であり、好きな絵を描き続けた
結果、美術大学で初めて認められ画家としての道が拓けました。小松さんは、「好きなことに “芯” があれば、誰に何
と言われようとやり続けること。そして、将来何になりたいかを公言してほしい」と生徒たちに呼び掛けました。
また、今では世界の舞台で活躍されている小松さんですが、原点である坂城町はとても大切な故郷だそうです。生
徒たちにも「自分たちのふるさと坂城町に、いつか感謝できるような大人になってもらいたい」と想いを話され、

「これからもっと大きい自分を皆さんに見せられるように頑張ります」と決意表明し、講演を締めくくられました。

　南条小学校の金管バンド部ハッピーブラスは、10 月 14 日（月）
に伊那文化会館で開催された「SBC こども音楽コンクール伊那
大会」で優秀賞、10 月 27 日（日）に長野市ビッグハットで開催
された「第 17 回東海小学校バンドフェスティバル」で金賞を受
賞し、11 月３日（日）に山梨県甲斐市で開催された「第 28 回国
民文化祭 小学生吹奏楽フェスティバル」に招待されました。
　部長の高山結衣さんは、「東海小学校バンドフェスティバルで
は、演奏する前は不安があったけど、本番ではみんなで楽しく練

習の成果を出しきれて最高の演奏ができました。残念ながら全国大会へ行くことはできなかったけど、目標にし
ていた金賞をとることができてよかったです」と、副部長の丸山歩莉さんは、「国民文化祭では、部員たちと一緒に
宿泊して絆が深まり、本番でお客様から温かい声援をいただいて、ハッピーブラスらしい元気なサウンドを響か
せることができました。また、他校の演奏を聴き、こんなに頑張っている仲間がたくさんいるんだと刺激を受けま
した。すばらしい経験をさせていただき本当にありがとうございました」と、それぞれ感想を寄せられました。

　11 月７日（木）、文化センターで、長野県出身の北京オリンピック
陸上男子 4×100m リレー銅メダリスト塚原直貴さん（富士通㈱陸
上競技部所属）による陸上教室が開催されました。
　塚原さんは、銅メダルを獲った際のエピソードや、小学生で陸上
を始めて中学・高校・大学と陸上部に所属し、その間の厳しい練習
や大会の結果で悔しかったことなどをお話いただき、会場に集まっ
た子どもたちに「夢を大きく持って個性を出すこと。努力して積極
的に『出る杭』になってほしい」とエールを送られました。また、会

場をグラウンドに移すと、子どもたちと触れ合いながら練習を指導してくださり、「速く走るためのリズム感の大
切さ」やそのトレーニング方法などを教えていただき、最後には全員参加のリレーを行いました。この陸上教室の
参加者から、将来 2020 年の東京オリンピックに出場する選手が出ることを期待します。

　長野県では、高度な技術や革新的・独創的な製品を「ＮＡＧＡＮＯものづくりエクセレンス」として認定し、
国内外に広く周知するとともに、県事業を活用した支援を行い、更なる事業展開を促進しており、今年は、町
内企業の㈱デイリーフーズコーポレーションと宮後工業㈱の技術が認定されました。

食材に直接通電し、食材自身を自己発熱させることにより加熱殺菌を
行うシステムで、ジャム製造の過程で行われる。

食材自身に直接通電することで表面温度と中心温度の差が生じないた
め、従来の蒸気による間接的な加熱法では30～40分要していた殺菌
時間を、３～５分に短縮。長時間加熱によるビタミン等の栄養成分の
損失が少なく、製品の品質向上に成功。

　10 月 23 日（水）、上平の自在神社参道付近で、上平地域マツクイ虫被害対策
協議会主催による松の植林が行われました。これは、松くい虫被害により伐倒
駆除を実施した自在山で、松枯れにより失われた緑地の復旧と土砂流出防止を
図るために行われ、約 50 名の方がアカマツを 75 本植林しました。植林後には、
岐阜県立森林文化アカデミー客員教授の田畑勝洋先生から松くい虫対策に関
して専門的な見地から詳しくお話をしていただきました。

創業以来培ってきた技術で製作した金型を使用し、自動車部品やＯＡ
機器部品などを製造するプレス加工技術。

ワイヤー加工機、三次元測定機など高性能な工作機械測定機等を駆使
して製作した高精度な金型を使用し、板厚0.05㎜～7.0㎜までの精密
部品のプレス加工を行う。プレススピードの可変速機能を活かして高
精度の曲げや絞り、潰し加工などが可能。また、数種類のプレス機に
より生産するロボットラインを有し、量的ニーズにも対応可能。

ジュール加熱殺菌システム

エクセレンス（優れている点）

高精度プレス加工技術

エクセレンス（優れている点）

㈱デイリーフーズコーポレーション

宮後工業㈱

　11 月２日（土）、㈱竹内製作所が創立 50 周年を記念して、これまでご支
援いただいた地域の方々への感謝の気持ちを込め、自社の村上工場を開
放し、大感謝祭を開催しました。
　会場では、工場見学や建設機械の実演、試乗、写真撮影のほか、獅子舞や
ダンスの発表などが行われ、大勢の来場者で賑わっていました。また、町
のマスコットキャラクターねずこんも登場し、「ゆるキャラグランプリ」
への投票を呼び掛けました。

加工事例

左から、児玉孝義校長、丸山歩莉さん、山村町長、
高山結衣さん、石坂一彦先生

小松美羽さん

塚原直貴さん

ジュール加熱殺菌システム400㎏/h◀左から
　齋藤静夏さん、竹村美紅さん
　神林菜月さん



13
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分の試合をして一本を決められるようにしたいで
す」と、来年３月に開催される全国高等学校なぎな
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食材に直接通電し、食材自身を自己発熱させることにより加熱殺菌を
行うシステムで、ジャム製造の過程で行われる。
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め、従来の蒸気による間接的な加熱法では30～40分要していた殺菌
時間を、３～５分に短縮。長時間加熱によるビタミン等の栄養成分の
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　10 月 23 日（水）、上平の自在神社参道付近で、上平地域マツクイ虫被害対策
協議会主催による松の植林が行われました。これは、松くい虫被害により伐倒
駆除を実施した自在山で、松枯れにより失われた緑地の復旧と土砂流出防止を
図るために行われ、約 50 名の方がアカマツを 75 本植林しました。植林後には、
岐阜県立森林文化アカデミー客員教授の田畑勝洋先生から松くい虫対策に関
して専門的な見地から詳しくお話をしていただきました。

創業以来培ってきた技術で製作した金型を使用し、自動車部品やＯＡ
機器部品などを製造するプレス加工技術。

ワイヤー加工機、三次元測定機など高性能な工作機械測定機等を駆使
して製作した高精度な金型を使用し、板厚0.05㎜～7.0㎜までの精密
部品のプレス加工を行う。プレススピードの可変速機能を活かして高
精度の曲げや絞り、潰し加工などが可能。また、数種類のプレス機に
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援いただいた地域の方々への感謝の気持ちを込め、自社の村上工場を開
放し、大感謝祭を開催しました。
　会場では、工場見学や建設機械の実演、試乗、写真撮影のほか、獅子舞や
ダンスの発表などが行われ、大勢の来場者で賑わっていました。また、町
のマスコットキャラクターねずこんも登場し、「ゆるキャラグランプリ」
への投票を呼び掛けました。
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12 月は
　町県民税（第４期）
　国民健康保険税（第６期）
　介護保険料（第６期） の納入月
12月の納期限は12月26日（木）です
　納期限までに最寄りの金融機関及
びコンビニなどで納めてください（介
護保険料は、コンビニでは納付でき
ません）。12月分の口座振替は、12月
26日（木）に指定口座から振替をし
ますので、振替日前日までに残高をご
確認ください。
　納付方法や口座の変更を希望され
る場合は、12月13日（金）までに下記
へご連絡ください。
◎問い合わせ先
　総務課収納推進係
　☎８２－３１１１（内線１４２）
　有線８８－１０３２

第47回席書大会・書初展

日時・場所
 ・席書大会　１月４日（土）
　場所：文化センター体育館
　受付：午前９時～
　開会式：午前９時 30 分　
・書初展　１月４日（土）～６日（月）
　場所：文化センター大会議室
　４日（土）午後３時 30 分～５時
　５日（日）午前９時～午後５時
　６日（月）午前９時～午後３時　
※小中学生は各学校で取りまとめま

す（当日参加もできます）。
◎問い合わせ先
　文化センター内坂城町公民館
　☎８２－２０６９
　有線８２－６６３７

第43回元旦マラソン

期日　１月１日（水）
場所　文化センター南側駐車場
　　　（開会式・スタート）
クラス
☆親子ペアの部（1.5km）
☆小学生、一般の部（中学、高校生含む）
　（1.5km、３km、６km から選択）
時間　受付：午前９時
　　　開会式：午前９時 30 分
　　　競技開始：午前 10 時
申込締切　12 月13 日（金）
※小中学生は各学校で取りまとめま

す（当日参加もできます）。
※荒天の場合は中止することもあります。
◎問い合わせ先
　文化センター内教育文化課生涯学習係
　☎８２－２０６９
　有線８２－６３４９

スキー・スノーボード教室

期日　１月19 日（日）
場所　菅平高原パインビークスキー場
参加資格　小学校４年生以上の町内

在住者及び町内勤務者
予定定員　80 名
指導者　町内のスキー・スノーボー

ド愛好家の皆さん
申込開始　12 月17 日（火）
※町内小中学校には申込書を配布し

ます。なお、定員に達し次第締め
切ります。
受講料　小学生：2,000 円
　　　　中学生以上：5,000 円
　　　　（リフト券・保険料含む）
※用具・ウェアのレンタルあり
◎申込・問い合わせ先
　文化センター内教育文化課生涯学習係
　☎８２－２０６９
　有線８２－６３４９

第20回ライフ・ステージエコー

　本格的な音楽を気軽に楽しみ、親
しんでいただく「ライフ・ステージエ
コー」を、今回はニューイヤーコン
サートとして開催します。
　20回目となる今回は、「ウィーン音
楽の祭典」と題してピアノ、弦楽器、フ
ルート、オーボエ、クラリネット、ホル
ン、トランペット、打楽器、ソプラノの
総勢14名のクラシック演奏会を計画
しています。なお、演奏曲目はヨハン
シュトラウスやレハールの作品などを
予定しています。
日時　１月18 日（土）
　　　開場：午後１時３０分
　　　開演：午後２時
場所　坂城テクノセンター（全席自由）
出演　指揮：山岸宜公氏
　　　ソプラノ：鈴木江美氏
　　　他　総勢１４名
前売り券　一般：1,200 円
　　　　　小中学生：700 円
※前売り券は、文化センター及びラ

イフ・ステージエコー実行委員が
取り扱っていますので、お気軽に
お声掛けください。
当日券　一般：1,500 円
　　　　小中学生：800 円
◎問い合わせ先
　文化センター内教育文化課生涯学習係
　☎・有線８２－２０６９

借金の返済にお困りの方
ご相談ください

　長野財務事務所では、借金を抱え
お悩みの方を対象とした相談を行っ
ています。秘密厳守で相談は無料で
す。ひとりで悩まずにご相談ください。
◎問い合わせ先
　長野財務事務所  多重債務相談窓口
　☎０２６－２３４－２９７０　

上田商工会議所５階ホール

千曲市戸倉創造館大ホール

12月３日（火）
午前10時～正午

午前10時～正午

午後１時30分～３時30分

12月４日（水）

開 催 日 開 催 時 間 会 場

　税務署では、平成25年分の所得税の確定申告における青色申告決算書の
作成方法や、作成に当たっての注意点などについての説明会を開催します。

※駐車場が狭いため、自家用車のご利用は極力ご遠慮ください。
◎問い合わせ先　上田税務署個人課税第一部門　☎２１－０４３４

12月６日（金） 午後２時～４時

上田市丸子文化会館小ホール12月10日（火）午後２時～４時

午後３時～５時12月12日（木） 東御市田中コミュニティセンター

ごみ処理業務の休業　12月31日（火）～１月５日（日）
12月31日は、各収集所のごみは収集しますが、
葛尾組合へ直接持ち込むことはできません。
　年内の燃えるごみの最終収集日
　・南条、中之条地区と網掛、小網：12 月 30 日（月）
　・坂城地区と上五明、上平、月見：12 月 31日（火）
　振替収集日
　・１月１日（水）の第１水曜日が収集日となる「缶・ビン・ペットボトル・

有害ごみ」は１月15 日（水）が振替収集日です。（新町、旭ヶ丘、坂端、
苅屋原、上五明）

　・１月３日（金）の第１金曜日が収集日となる「缶・ビン・ペットボトル・
有害ごみ」は１月10 日（金）が振替収集日です。（町横尾、入横尾、泉、
中之条）

　※詳しくは、ごみ収集カレンダーをご確認ください。

し尿収集の休業　12月29日（日）～１月５日（日）
　年内の収集は12月20日（金）までにお申し込みください。年末は混み合
いますので、早めにお申し込みください。
　申込先　㈱アクティブ　☎・有線８２－３６７５

家庭用雑排水汚泥収集の休業　12月28日（土）～１月５日（日）
　年内の収集は12月20日（金）までにお申し込みください。
　申込先　㈱アスター　☎０２６－２７３－２６１０

葛尾組合葬祭業務の休業
　・12 月 29 日（日）～ 31日（火）：午前のみ受け入れ
　・１月１日（水）：終日休業
　・１月２日（木）、３日（金）：午前のみ受け入れ
◎問い合わせ先
・ごみ処理、し尿・家庭用雑排水汚泥の収集について
　住民環境課環境保全係　☎８２－３１１１（内線１２５）有線８８－１０２５
・葬祭業務について　葛尾組合　☎・有線８２－２３４９

ごみ収集処理・し尿・雑排水汚泥収集・
火葬業務が休業となります

三井住友海上火災保険㈱新特級代理店
三井住友海上あいおい生命保険㈱代理店

お車のことならなんでも スバルショップ坂城千曲川 お客さまの生活をまもり安心をお届けする 特級代理店

日 時間
受付

お客様の身近な存在であり続けます。困ったときはいつでもヤナモへ！！

（８２）７０４３認証・登録番号0000620
エコアクション21

北陸信越運輸局指定工場
エコアクション 認証登録事業所

私達はお客様がより良い保険にご加入されますことを願っています

国の退職金制度
「中退共」のご利用を

　中小企業退職金制度（中退共）は、
国の退職金制度です。国から掛金の
助成が受けられ、また掛金は全額非
課税で手数料もかかりません。利用
について詳しくは、下記まで気軽にお
問い合わせください。
◎問い合わせ先
　（独）勤労者退職金共済機構
　中小企業退職金共済事業本部
　☎０３－６９０７－１２３４

平成25年度長野県
農業法人等就業フェア

　農業法人や農家に就職を希望して
いる方と求人募集をしている農業法
人・農家との合同説明会を開催します。
なお、将来独立して就農を考えている
方への就農相談も行います。
日時　１月 26 日（日）
　　　午前 10 時～午後４時
会場　長野県松本勤労者福祉センター
入場料　無料
◎問い合わせ先
　長野県新規就農相談センター
　（公社）長野県農業担い手育成基金
　☎０２６－２３１－６２２２

ヨガ教室開催

　保健センターでは、ヨガ教室を開催
します。
日程　１月９日（木）～３月 27 日（木）
　　　毎週木曜日10 回
時間　午後２時～３時
参加費　2,000 円
◎申込・問い合わせ先
　保健センター
　☎８２－３１１１（内線５１２）
　有線８８－１０４７

放送大学  入学生募集

　放送大学では、平成26年４月の入
学生を募集します。テレビやインター
ネットで授業を行う通信制の大学で
す。詳しい資料を無料でお送りします
ので、気軽にお問い合わせください。
出願期間　12 月１日（日）～
　　　　　平成 26 年２月 28 日（金）
◎資料請求・問い合わせ先
　放送大学長野学習センター
　☎０２６６－５８－２３３２
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12 月は
　町県民税（第４期）
　国民健康保険税（第６期）
　介護保険料（第６期） の納入月
12月の納期限は12月26日（木）です
　納期限までに最寄りの金融機関及
びコンビニなどで納めてください（介
護保険料は、コンビニでは納付でき
ません）。12月分の口座振替は、12月
26日（木）に指定口座から振替をし
ますので、振替日前日までに残高をご
確認ください。
　納付方法や口座の変更を希望され
る場合は、12月13日（金）までに下記
へご連絡ください。
◎問い合わせ先
　総務課収納推進係
　☎８２－３１１１（内線１４２）
　有線８８－１０３２

第47回席書大会・書初展

日時・場所
 ・席書大会　１月４日（土）
　場所：文化センター体育館
　受付：午前９時～
　開会式：午前９時 30 分　
・書初展　１月４日（土）～６日（月）
　場所：文化センター大会議室
　４日（土）午後３時 30 分～５時
　５日（日）午前９時～午後５時
　６日（月）午前９時～午後３時　
※小中学生は各学校で取りまとめま

す（当日参加もできます）。
◎問い合わせ先
　文化センター内坂城町公民館
　☎８２－２０６９
　有線８２－６６３７

第43回元旦マラソン

期日　１月１日（水）
場所　文化センター南側駐車場
　　　（開会式・スタート）
クラス
☆親子ペアの部（1.5km）
☆小学生、一般の部（中学、高校生含む）
　（1.5km、３km、６km から選択）
時間　受付：午前９時
　　　開会式：午前９時 30 分
　　　競技開始：午前 10 時
申込締切　12 月13 日（金）
※小中学生は各学校で取りまとめま

す（当日参加もできます）。
※荒天の場合は中止することもあります。
◎問い合わせ先
　文化センター内教育文化課生涯学習係
　☎８２－２０６９
　有線８２－６３４９

スキー・スノーボード教室

期日　１月19 日（日）
場所　菅平高原パインビークスキー場
参加資格　小学校４年生以上の町内

在住者及び町内勤務者
予定定員　80 名
指導者　町内のスキー・スノーボー

ド愛好家の皆さん
申込開始　12 月17 日（火）
※町内小中学校には申込書を配布し

ます。なお、定員に達し次第締め
切ります。
受講料　小学生：2,000 円
　　　　中学生以上：5,000 円
　　　　（リフト券・保険料含む）
※用具・ウェアのレンタルあり
◎申込・問い合わせ先
　文化センター内教育文化課生涯学習係
　☎８２－２０６９
　有線８２－６３４９

第20回ライフ・ステージエコー

　本格的な音楽を気軽に楽しみ、親
しんでいただく「ライフ・ステージエ
コー」を、今回はニューイヤーコン
サートとして開催します。
　20回目となる今回は、「ウィーン音
楽の祭典」と題してピアノ、弦楽器、フ
ルート、オーボエ、クラリネット、ホル
ン、トランペット、打楽器、ソプラノの
総勢14名のクラシック演奏会を計画
しています。なお、演奏曲目はヨハン
シュトラウスやレハールの作品などを
予定しています。
日時　１月18 日（土）
　　　開場：午後１時３０分
　　　開演：午後２時
場所　坂城テクノセンター（全席自由）
出演　指揮：山岸宜公氏
　　　ソプラノ：鈴木江美氏
　　　他　総勢１４名
前売り券　一般：1,200 円
　　　　　小中学生：700 円
※前売り券は、文化センター及びラ

イフ・ステージエコー実行委員が
取り扱っていますので、お気軽に
お声掛けください。
当日券　一般：1,500 円
　　　　小中学生：800 円
◎問い合わせ先
　文化センター内教育文化課生涯学習係
　☎・有線８２－２０６９

借金の返済にお困りの方
ご相談ください

　長野財務事務所では、借金を抱え
お悩みの方を対象とした相談を行っ
ています。秘密厳守で相談は無料で
す。ひとりで悩まずにご相談ください。
◎問い合わせ先
　長野財務事務所  多重債務相談窓口
　☎０２６－２３４－２９７０　

上田商工会議所５階ホール

千曲市戸倉創造館大ホール

12月３日（火）
午前10時～正午

午前10時～正午

午後１時30分～３時30分

12月４日（水）

開 催 日 開 催 時 間 会 場

　税務署では、平成25年分の所得税の確定申告における青色申告決算書の
作成方法や、作成に当たっての注意点などについての説明会を開催します。

※駐車場が狭いため、自家用車のご利用は極力ご遠慮ください。
◎問い合わせ先　上田税務署個人課税第一部門　☎２１－０４３４

12月６日（金） 午後２時～４時

上田市丸子文化会館小ホール12月10日（火）午後２時～４時

午後３時～５時12月12日（木） 東御市田中コミュニティセンター

ごみ処理業務の休業　12月31日（火）～１月５日（日）
12月31日は、各収集所のごみは収集しますが、
葛尾組合へ直接持ち込むことはできません。
　年内の燃えるごみの最終収集日
　・南条、中之条地区と網掛、小網：12 月 30 日（月）
　・坂城地区と上五明、上平、月見：12 月 31日（火）
　振替収集日
　・１月１日（水）の第１水曜日が収集日となる「缶・ビン・ペットボトル・

有害ごみ」は１月15 日（水）が振替収集日です。（新町、旭ヶ丘、坂端、
苅屋原、上五明）

　・１月３日（金）の第１金曜日が収集日となる「缶・ビン・ペットボトル・
有害ごみ」は１月10 日（金）が振替収集日です。（町横尾、入横尾、泉、
中之条）

　※詳しくは、ごみ収集カレンダーをご確認ください。

し尿収集の休業　12月29日（日）～１月５日（日）
　年内の収集は12月20日（金）までにお申し込みください。年末は混み合
いますので、早めにお申し込みください。
　申込先　㈱アクティブ　☎・有線８２－３６７５

家庭用雑排水汚泥収集の休業　12月28日（土）～１月５日（日）
　年内の収集は12月20日（金）までにお申し込みください。
　申込先　㈱アスター　☎０２６－２７３－２６１０

葛尾組合葬祭業務の休業
　・12 月 29 日（日）～ 31日（火）：午前のみ受け入れ
　・１月１日（水）：終日休業
　・１月２日（木）、３日（金）：午前のみ受け入れ
◎問い合わせ先
・ごみ処理、し尿・家庭用雑排水汚泥の収集について
　住民環境課環境保全係　☎８２－３１１１（内線１２５）有線８８－１０２５
・葬祭業務について　葛尾組合　☎・有線８２－２３４９

ごみ収集処理・し尿・雑排水汚泥収集・
火葬業務が休業となります

三井住友海上火災保険㈱新特級代理店
三井住友海上あいおい生命保険㈱代理店

お車のことならなんでも スバルショップ坂城千曲川 お客さまの生活をまもり安心をお届けする 特級代理店

日 時間
受付

お客様の身近な存在であり続けます。困ったときはいつでもヤナモへ！！

（８２）７０４３認証・登録番号0000620
エコアクション21

北陸信越運輸局指定工場
エコアクション 認証登録事業所

私達はお客様がより良い保険にご加入されますことを願っています

国の退職金制度
「中退共」のご利用を

　中小企業退職金制度（中退共）は、
国の退職金制度です。国から掛金の
助成が受けられ、また掛金は全額非
課税で手数料もかかりません。利用
について詳しくは、下記まで気軽にお
問い合わせください。
◎問い合わせ先
　（独）勤労者退職金共済機構
　中小企業退職金共済事業本部
　☎０３－６９０７－１２３４

平成25年度長野県
農業法人等就業フェア

　農業法人や農家に就職を希望して
いる方と求人募集をしている農業法
人・農家との合同説明会を開催します。
なお、将来独立して就農を考えている
方への就農相談も行います。
日時　１月 26 日（日）
　　　午前 10 時～午後４時
会場　長野県松本勤労者福祉センター
入場料　無料
◎問い合わせ先
　長野県新規就農相談センター
　（公社）長野県農業担い手育成基金
　☎０２６－２３１－６２２２

ヨガ教室開催

　保健センターでは、ヨガ教室を開催
します。
日程　１月９日（木）～３月 27 日（木）
　　　毎週木曜日10 回
時間　午後２時～３時
参加費　2,000 円
◎申込・問い合わせ先
　保健センター
　☎８２－３１１１（内線５１２）
　有線８８－１０４７

放送大学  入学生募集

　放送大学では、平成26年４月の入
学生を募集します。テレビやインター
ネットで授業を行う通信制の大学で
す。詳しい資料を無料でお送りします
ので、気軽にお問い合わせください。
出願期間　12 月１日（日）～
　　　　　平成 26 年２月 28 日（金）
◎資料請求・問い合わせ先
　放送大学長野学習センター
　☎０２６６－５８－２３３２
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坂
城
小
学
校
で
は
、
10
月
30
日
（
水
）、
秋
の
澄

み
切
っ
た
青
空
の
も
と
、
体
育
館
い
っ
ぱ
い
の
お

客
様
を
お
迎
え
し
て
、
校
内
音
楽
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

本
校
の
音
楽
会
は
、
合
唱
部
の
歌
声
に
迎

え
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
歌
い
な
が
ら
入
場
す
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
会
場
に
「
Ｌ
ｅ
ｔ
’ｓ
　
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ａ
　
ｓ
ｏ

ｎ
ｇ
」
の
歌
声
が
響
き
、
い
よ
い
よ
開
会
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
進
行
で
快
調
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。

今
回
は
そ
の
様
子
を
少
し
紹
介
し
ま
す
。

 

　
１
年
生
は
「
が
く
ゆ
う
り
ん
へ
い
こ
う
」
音
楽

物
語
、
初
め
て
学
有
林
遠
足
へ
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
い
気
持
ち
を
口
ず
さ
ん
だ
も
の
を
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
曲
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
２
年
生
は
「
47
ひ
き
の
ね
こ
」
音
楽
物
語
、
２

年
生
全
員
が
47
ひ
き
の
ね
こ
に
扮
し
て
、

大
き
な
魚
を
捕
ま
え
る
旅
に
出
ま
し
た
。

元
気
良
い
歌
声
、
そ
し
て
ソ
ロ
の
歌
声

や
台
詞
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
３
年
生
は「
三
年
と
う
げ
」音
楽
物
語
、

今
年
か
ら
は
じ
め
た
リ
コ
ー
ダ
ー
の
音

色
が
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
韓
国
の

楽
器
「
チ
ャ
ン
ゴ
」
の
リ
ズ
ム
も
響
き
、

み
ん
な
が
楽
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
発

表
で
し
た
。

　
高
学
年
の
合
奏
は
学
級
ご
と
の
発
表
で
す
。
子

ど
も
た
ち
と
担
任
が
真
剣
に
向
き
合
い
選
曲
し
ま

し
た
。
と
て
も
力
強
く
、
心
に
響
く
演
奏
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
合
唱
は
学
年
ご
と
の
発
表
で
す
が
、

４
年
生
は
旋
律
を
正
し
く
、
５
年
生
は
響
き
合
い

を
大
事
に
、
６
年
生
は
曲
の
構
想
を
考
え
表
現
豊

か
に
歌
い
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
と
も
素
晴
ら
し
い

歌
声
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
校
で
は
高
学
年
合
唱
と
い
う
ス
テ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
。
４
、５
、６
年
生
が
一
緒
に
ス
テ
ー

ジ
に
あ
が
り
、
心
を
一
つ
に
し
て
歌
い
ま
す
。
そ

の
歌
声
は
低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
の
あ
こ
が
れ
で

あ
り
目
標
で
す
。

　
他
に
も
、
と
て
も
楽
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
の
ス

テ
ー
ジ
、
職
員
の
渾
身
の
力
を
込
め
た
合
唱
な
ど
、

大
人
も
子
ど
も
た
ち
に
負
け
な
い
よ

う
に
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
拍
手
に
迎
え
ら
れ
、

ど
の
子
も
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
た
笑
顔
で

ス
テ
ー
ジ
を
降
り
て
き
ま
す
。

　
演
奏
す
る
児
童
と
聴
い
て
く
だ
さ

る
皆
さ
ん
が
一
緒
に
創
り
上
げ
た
ス

テ
ー
ジ
は
、
一
人
ひ
と
り
の
心
の
中

に
美
し
い
歌
声
の
余
韻
を
残
し
、
音

楽
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

薄
暮
れ
時
か
ら
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て

　
夕
方
の
交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
の
で
、

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

　
こ
れ
か
ら
は
、
午
後
４
時
以
降
は
ラ
イ
ト
を
点

け
ま
し
ょ
う
。
自
分
と
相
手
の
存
在
を
お
互
い
に

早
く
気
づ
く
こ
と
が
事
故
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
自
転
車
の
点
検
を

　
ラ
イ
ト
の
球
切
れ
や
反
射
材
を
点
検
し
、
不
良

部
品
は
早
急
に
取
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

◆
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

　
夜
間
に
外
を
歩
く
際
は
、
夜
行
反
射
器
材
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　毎
日
の
給
食
は
、
安
心
安
全
な
食
材
や
地
産
地
消
を
考

え
て
丁
寧
に
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
、
目
に
見
え
な

い
と
こ
ろ
で
様
々
な
人
が
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　直
接
お
礼
を
言
う
機
会
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

あ
い
さ
つ
や
食
べ
方
で
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

「
い
た
だ
き
ま
す
」
に

は
食
べ
物
と
な
っ
た
動

植
物
を
い
た
だ
く
こ

と
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
が
表
さ
れ
て
い
ま

す

料
理
を
好
き
嫌
い
せ

ず
、
よ
く
味
わ
っ
て

お
い
し
く
い
た
だ
く

こ
と
も
、
作
っ
た
人

や
食
べ
物
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
る
大

切
な
方
法
で
す
。

食
器
や
箸
の
持
ち
方
、

使
い
方
、
そ
し
て
き

ち
ん
と
後
片
付
け
を

す
る
こ
と
、
そ
の
ど

れ
も
が
作
っ
て
く
れ

た
人
へ
の
敬
意
と
感

謝
を
表
わ
し
ま
す
。

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
は
、

食
事
が
で
き
る
よ
う

に
と
駆
け
ま
わ
っ
て

（
馳
走
し
て
）
く
だ

さ
っ
た
、
様
々
な
人

の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
う

あ
い
さ
つ
で
す
。

交番だより交番だより
坂城町交番 ☎・有線 82‒2008

学校だより学校だより
「音楽会を終えて」

坂城小学校　教頭　浅野真澄

食育・学校給食センター
☎・有線８２－２５５９

食育・学校給食センター
☎・有線８２－２５５９食育だより食育だより食育だより食育だより
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・個人差があり
ます。その子
のペースに合
わせて、自然
の流れに従っ
て、ゆっくり
やりましょう。

今月の相談日

支援センターでの相談（細江家庭相談員） 午後４時30分まで
３日・10日・17日：午後２時30分～　24日：午前９時～

保育園栄養士による食育相談…随時
お申し込みにより日時を決めています。
離乳食、幼児食、食べ方など、気軽にご相談ください！

保育園での相談

酒井相談員
11日(水)午前９時～午後１時
18日(水)午前９時～午後１時

保育園
南条
坂城
村上

細江相談員
10日(火) 午前9時～午後２時
３日(火) 午前9時～午後２時
17日(火) 午前9時～午後２時

28日（土） 午前中開館日

赤ちゃん小組（毎週水曜日）

４日：おもちゃ作り
11日：親子リズム
18日：クリスマス製作
25日：クリスマス会
リーダー：依田　映さん

10日：手塚よし子講師
　　「今日からできる共感の子育て」
リーダー：太田とよ子さん

13日：クリスマス会
27日：10・11・12月のお誕生日会
リーダー：飯島一乃さん

いっぱい遊ぼうグリとグラ（第２・４金曜日）

スコーレ母親教室

センターへの持ち物
水分補給にお茶、おむつ、おしりふき、
お手ふき、ティッシュ、着替え、ゴミ袋

５日（木） 午前10時クリスマス製作

身体測定・食育相談
持ち物：母子手帳20日（金） 午前10時

時　間内　　　容日程

講座「１歳までの子育てとあそび」②
みかんグループ　持ち物：バスタオル３日（火） 午前10時

清水安子さん（金井）
　お孫さんの北澤怜奈（１歳４ヶ月）
ちゃんと初めて遊びに来ました。ママの
御用がある時は１日預かるそうです。
　いつも、お外へ散歩に出かけたり、お
家でおもちゃで遊びます。今日はお天気
が悪かったので支援センターへ来てみま
した。「広くて、色々おもちゃもあっ
て、自由に遊べていいですね！」と、と
ても気に入っていただきました。

19日（木） 午後１時ボランティア懇話会

講座「１歳までの子育てとあそび」③
みかんグループ　持ち物：バスタオル17日（火） 午前10時

14日（土） 午前中開館日・親子の会

12日（木） 午前10時幼児食調理実習

・無理に運動させない
こと。それには、お
子さんの表情をよく
見てください。お子
さんへの言葉がけも
忘れずに。お母さん
の笑顔も大切です。

首を
支える

股関節を開く
ことがポイン
トです。

こ の あ そ び
は、よ く 動
く 足 の 育 成
に大切です。

①赤 ち ゃ ん の 頭 が
下に来るように

②し が み つ か せ る
ことが大切

12

12



18

１歳６か月児
健康診査

平成24年４月生
～５月生

10日（火）
午後１時

１歳児
健康相談

平成24年10月生
～11月生

12日（木）
午前９時

10か月児
健康相談 平成25年２月生 19日（木）

午前９時

７か月児
健康相談 平成25年５月生 20日（金）

午前９時

４か月児
健康診査 平成25年８月生 13日（金）

午後１時

健 診 対象児 集合日時
☆乳幼児健診☆（実施場所は保健センター）

粗大ごみの回収

相談日　　12 月

粗大ごみの回収に合わせてビン・缶・ペット
ボトル・布類・有害ごみ・プラスチック容器
包装・紙容器包装・古紙類の収集を行う「サ
ンデーリサイクル」を実施していますのでご
利用ください。

15 日（日）
午前 8時 30 分～10 時

坂城町役場　北側駐車場

相談 日時／場所

心配ごと
相　　談

障がい者（児）
相  　　談

行政相談

年金相談

10 日（火）
20日（金）

午前 9時～正午
役場第 4会議室（3階）

9日（月）
午前 10時～午後３時
坂城テクノセンター

18日（水）

16日（月）
午前 9時～正午
役場第５会議室（３階）

午前 9時～午後 4時
役場第 3会議室（3階）

午後１時 30分～４時
役場第５会議室（３階）

10日は司法書士、20日は弁護士による法律相談
をあわせて開設します。

※相談希望の場合は、12月10日（火）までに住民
環境課住民係【☎82－3111（内線122）有線88
－1022】へお申し込みください。

※法律相談をご希望の場合は、原則前日までに
電話で社会福祉協議会【☎・有線82－2551】へ
お申し込みください。（ただし、当日受付も可）

とよき内科　　　　　　　【千曲市上町】 ☎ (026)276－0413
中沢医院　　　　　　　  【千曲市小島】 ☎ (026)272－0131
鴇沢眼科　　　　　　　  【千曲市屋代】 ☎ (026)272－0031
大村歯科医院　　　　　  【千曲市戸倉】 ☎ (026)275－0066
みやばやし小児科アレルギー科　【千曲市上徳間】 ☎ (026)261－5221
吉沢内科クリニック　　　 【千曲市屋代】 ☎ (026)273－7050
安川整形外科クリニック　 【千曲市屋代】 ☎ (026)273－6611
宮原歯科医院　　　　　  【網　　　掛】 ☎・有線   82－8711
やまざき医院　　　　　   【千曲市上徳間】 ☎ (026)276－2700
島田クリニック　　　　　 【千曲市小島】 ☎ (026)273－8788
坂口整形外科　　　　　  【千曲市屋代】 ☎ (026)273－8680
滝沢歯科医院　　　　　  【千曲市磯部】 ☎ (026)276－4636
とも泌尿器科クリニック　  【千曲市磯部】 ☎ (026)261－5815
島谷医院　　　　　　　  【千曲市杭瀬下】 ☎ (026)273－1201
いなりやまクリニック　　   【千曲市稲荷山】 ☎ (026)214－3501
宮本歯科医院　　　　　  【千曲市戸倉】 ☎ (026)276－7030
松尾医院　　　　　　　  【立　　　町】 ☎・有線   82－2013
菅谷東クリニック 　　　　【千曲市粟佐】 ☎ (026)272－0493
菅谷医院　　　　　　　  【千曲市稲荷山】 ☎ (026)272－1024
宮坂歯科医院　　　　　  【千曲市小島】 ☎ (026)272－0133
武市医院　　　　　　　  【中   之   条】 ☎・有線   82－2606
おの内科小児科クリニック 【千曲市寂蒔】 ☎ (026)261－3660
かつの耳鼻咽喉科　　　  【千曲市粟佐】 ☎ (026)274－3387
たけい歯科クリニック　　  【千曲市鋳物師屋】 ☎ (026)272－8000
二階堂医院　　　　　　  【千曲市磯部】 ☎ (026)275－5582
千曲中央病院　　　　  　【千曲市杭瀬下】☎ (026)273－1212
滝沢歯科医院　　　　　  【千曲市粟佐】 ☎ (026)272－1132
市川内科医院　　　　　  【千曲市上山田】 ☎ (026)275－5515
兒玉医院　　　　　　　  【千曲市寂蒔】 ☎ (026)272－4300
鴇沢内科クリニック　　　 【千曲市屋代】☎ (026)272－3713
あかいけ歯科クリニック　 【　　鼠　　】 ☎ 　　　 81－3377
長野寿光会上山田病院　  【千曲市上山田】 ☎ (026)275－1581
中沢医院　　　　　　　  【千曲市小島】 ☎ (026)272－0131
鴇沢眼科　　　　　　　  【千曲市屋代】 ☎ (026)272－0031
長野寿光会上山田病院歯科室　【千曲市上山田】 ☎ (026)276－0300
安里医院　　　　　　　  【千曲市内川】 ☎ (026)275－7800
中沢内科医院　　　　　  【千曲市稲荷山】 ☎ (026)272－1013
坂口整形外科　　　　　  【千曲市屋代】 ☎ (026)273－8680
こみやま歯科医院　　　　【千曲市力石】 ☎ 　　　 81－7011
村上堂大井クリニック　　 【網　　　掛】 ☎ 　　　 81－3131
飯島医院　　　　　　　  【千 曲 市 中】 ☎ (026)272－0269
安川整形外科クリニック　 【千曲市屋代】 ☎ (026)273－6611
渡辺歯科医院　　　　　  【千曲市稲荷山】 ☎ (026)272－1313

    12月1日（日）

　       8日（日）

　　 15日（日）

　　 22日（日）

　　  23日（月）

　　  29日（日）

　　  30日（月）

　　  31日（火）

      1月1日（水）

　       2日（木）

　       3日（金）

　　　　※診療時間　医科：午前9時～午後5時　歯科：午前9時～正午
　　　　※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
　　　　　場合は電話、新聞などで確認をしてください。

当番医（医科・歯科）

11 日（水）
25日（水）

ハローワーク
出張相談
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　図書館が少しだけ新しくなりました。
　児童図書コーナーのすみに、７畳の畳を敷き
ました。靴を脱いであがって、絵本を広げてゆっ
くり読むことができます。寝っころがるのも気
分がいいですよ。お母さん、お父さんは、お子
さんたちに絵本を読んであげてください。
　子どもたちのスペースですが、誰もいなかった
ら、大人の人も畳の感触を楽しんでみてください。
　こちらでは、子どもたちが集まったら、絵本
の読み聞かせもやります。読んでほしいときは、
図書館の人に声をかけてくださいね。
　また、一般スペースにも、机を二つ増やしま
した。少しゆっくりできるようになったと思い
ます。

　　　　　　　　　　　館長　鈴木康之

■12月の休館日■　　黒字　がお休み

町立図書館  ☎・有線  ８２－３３７１
開館時間　  午前１０時～午後６時

□新着図書□

むかしむかしの絵本の挿し絵
ヴィクトリア朝の挿し絵300点とそのエピソード
（著：エイミー・ワインスタイン　訳：郷司陽子／グラフィック社）
　19世紀の英国・ヴィクトリア朝時代に出版
された絵本や児童書の見事なコレクションか
ら、300点を超える魅力的な挿し絵を紹介。19
世紀のイギリスやアメリカでどれだけ多様な
絵本が読まれたのか。当時の子供たちが過ご
した日々の雰囲気や肌触りが伝わってきます。
「眠れる森の美女」「シンデレラ」「赤ずきん」な
どおなじみの絵本もあります。

☆おすすめの本☆

12月の番組表

1日（日）

8日（日）

10日（火）

11日（水）

15日（日）

17日（火）

18日（水）

19日（木）

22日（日）

25日（水）

楽しい民話

楽しい民話

信号は赤です

税務署だより

楽しい民話

明日の農業

こちら119番

川　　柳

楽しい民話

明　る　い
消 費 生 活

かさ地蔵
鼠　玉井かつ子さん
かもとりごんべえ

旭ヶ丘　中村秀子さん
交通事故防止
坂城町交番

給与所得者の年末調整
上田税務署

おねがいもうしあげます
込山　岡田由貴子さん

今年の反省（果樹）
JAちくま　砂田営農指導員
緊急通行時の安全確保

消防署
JA文芸

　選者　中沢月人さん
あとかくしの雪

金井　青木典子さん
最近の消費生活相談から
長野消費生活センター

有 線
《 昼・夜の放送 》

水
４
11
18
25

土
７
14
21
28

金
６
13
20
27

木
５
12
19
26

月
２
９
16
23
30

□12月の催し物□
☆おはなし会☆
　21日（土）午前10時30分～
　今回はクリスマス会です。皆さんおでかけください。
☆点字・点訳講座☆
　3日（火）・17日（火）午後２時～　講師：山口静枝さん

☆一般図書☆
・世界の歴史を変えた日1001
　（編集：ピーター・ファータド／ゆまに書房）
・姨捨の棚田ガイドブック
　（編集：千曲市文化財センター／ほおずき書籍）
・働く！工具図鑑
　（著：高野倉　匡人／主婦の友社）
・長野県方言辞典［特別版］
　（編集代表：馬瀬良雄／信濃毎日新聞社）
☆児童図書☆
・まるごとだいこん（絵図解　やさい応援団）
　（文：八田尚子、絵：野村まり子、監修：大竹道茂／絵本塾出版）
・クリスマスのおばけ
　（作・絵：せな　けいこ／ポプラ社）
・あやとり
　（文：シシド　ユキオ　監修：野口　廣／文溪堂）

火
３
10
17
24
31

日
１
８
15
22
29
※12月29日から１月３日までは、年末年始の休館になります。



20

　
11
月
16
日（
土
）、さ
か
き
地
場
産

直
売
所「
あ
い
さ
い
」で
、町
特
産
の

ね
ず
み
大
根
に
親
し
ん
で
い
た
だ

く「
ね
ず
み
大
根
ま
つ
り
」が
開
催

さ
れ
、多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
当
日
は
、Ｎ
Ｅ
Ｗ
ね
ず
こ
ん
が
登

場
し
て
会
場
が
盛
り
上
が
る
中
、お

し
ぼ
り
う
ど
ん
の
振
る
舞
い
や
、ね

ず
み
大
根
を
は
じ
め
と
し
た
農
産

物
、加
工
品
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、坂
城
産
の
巨
峰
で
醸
造
し

た「
巨
峰
ワ
イ
ン
」が
今
年
も
試
飲
・

販
売
さ
れ
、「
甘
く
て
飲
み
や
す
い
」

と
大
勢
の
お
客
様
に
ご
好
評
で
し

た
。

　
ま
た
、別
会
場
で
は
、恒
例
の
ね

ず
み
大
根
収
穫
体
験
が
催
さ
れ
、家

族
連
れ
で
収
穫
す
る
様
子
や
大
根

を
袋
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
る
姿
な
ど

が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、ご
来
場
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
た
来
年

の
開
催
を
お
楽
し
み
に
！

　
10
月
26
日（
土
）、文
化
セ
ン
タ
ー

で
、「
さ
か
き
ふ
れ
あ
い
大
学 

文
化

祭
記
念
講
座
」と
し
て
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

演
奏
者
は
、昨
年
好
評
を
博
し
た

チ
ェ
リ
ス
ト
・
海
野
幹
雄
さ
ん
、ピ

ア
ニ
ス
ト
・
海
野
春
絵
さ
ん
に
加
え

て
、元
仙
台
フ
ィ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト

マ
ス
タ
ー
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・

伝
田
正
秀
さ
ん
、N
H
K
交
響
楽
団

の
中
川
和
歌
子
さ
ん
と
村
松 

龍
さ

ん
の
豪
華
５
名
。会
場
い
っ
ぱ
い
に

集
ま
っ
た
観
客
の
皆
さ
ん
は
、本
格

的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
美
し
く
華
や
か

な
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
10
月
20
日（
日
）、坂
城
中
学
校
で

第
13
回
更
埴
地
区
少
年
剣
道
坂
城
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、坂
城
町
と
千
曲
市
の

小
中
学
生
21
団
体
１
５
０
名
が
団
体

戦
で
競
い
合
い
、日
頃
の
稽
古
の
成

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

【
中
学
生
女
子
の
部
　
優
勝
】

杉
浦
花
音
さ
ん
、
川
楓
夏
さ
ん
、

横
江
美
希
さ
ん
、宮
嶋
英
恵
さ
ん
、

笠
井
誉
乃
香
さ
ん（
全
員
坂
城
中
学
校
）

【
中
学
生
男
子
の
部
　
第
３
位
】

西
沢
創
優
さ
ん
、宮
下
朱
里
さ
ん
、

松
永
聡
太
さ
ん
、柳
澤
滉
希
さ
ん
、

赤
池
俊
輔
さ
ん（
全
員
坂
城
中
学
校
）

【
小
学
生
高
学
年
の
部
　
優
勝
】

神
戸
佑
太
さ
ん（
坂
城
小
学
校
）

竹
内
大
貴
さ
ん（
村
上
小
学
校
）

塚
田
裕
相
さ
ん（
南
条
小
学
校
）

山
下
瑞
葵
さ
ん（
坂
城
小
学
校
）

（平成25年11月１日現在）
※（　）は前月比

世帯数： 6,005世帯（－  3）
人　口： 15,796人  （－15）

男： 7,781人　（－ 9）
女： 8,015人　（－ 6）

件数：   8件
累計： 54件（－ 1）

死者：  0人
累計：  0人（± 0）

負傷者：   9人
累　計： 66人（－ 6）

（平成25年10月中）
※累計は１月から、（　）は前年比
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NEWねずこん（左）の登場おしぼりうどんの振る舞い

ねずみ大根収穫体験 巨峰ワインの販売


